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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

フーチングと該フーチングに立設された橋脚本体とを備えるとともに、該橋脚本体を、鋼

管群として複数立設された中空鋼管とそれらの周囲に配置されたコンクリート体とで構成

した鋼管・コンクリート複合構造橋脚において、

　前記コンクリート体を、前記橋脚本体の表面側近傍に沿って建て込まれた縦筋と前記鋼

管群を取り囲むように該縦筋の外側に巻回された引張材と前記縦筋及び前記引張材が埋設

されるように前記中空鋼管の周囲に打設されたコンクリートとで構成するとともに、前記

中空鋼管をその下端が前記フーチングに埋設されるように該フーチングに接合し、前記中

空鋼管の管壁のうち、前記フーチングに埋設される範囲に該中空鋼管の内外を連通させる

連通孔を設け、該連通孔に満たされたコンクリートを介して前記中空鋼管内のコンクリー

トと該中空鋼管の周囲に拡がるコンクリートとを一体化させたことを特徴とする鋼管・コ

ンクリート複合構造橋脚。

【請求項２】

前記連通孔にロッド状部材を挿通配置した請求項１記載の鋼管・コンクリート複合構造橋

脚。

【請求項３】

前記ロッド状部材が前記連通孔の近傍にのみ延びるように該ロッド状部材を短鉄筋で構成

した請求項２記載の鋼管・コンクリート複合構造橋脚。

【発明の詳細な説明】
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【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 主 と し て 高 橋 脚 に 適 用 さ れ る 鋼 管 ・ コ ン ク リ ー ト 複 合 構 造 橋 脚 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 橋 脚 を 構 築 す る に あ た り 、 高 さ の 低 い 橋 脚 で あ れ ば と も か く 、 高 橋 脚 を 鉄 筋 コ ン ク リ ー

ト 構 造 で 構 築 し よ う と す る と 、 輻 輳 す る 鉄 筋 の 配 筋 作 業 や 型 枠 の 組 立 及 び 撤 去 作 業 に 多 く

の 時 間 を 要 す る た め 、 高 強 度 と 急 速 施 工 の 要 請 に 応 え る こ と が で き な い 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 そ の た め 、 中 空 鋼 管 と そ の 周 囲 に 打 設 形 成 さ れ た コ ン ク リ ー ト 体 と か ら な る 鋼 管 ・ コ ン

ク リ ー ト 複 合 構 造 橋 脚 を 滑 動 型 枠 装 置 を 用 い て 構 築 す る 施 工 方 法 が 広 く 採 用 さ れ て お り 、

か か る 施 工 方 法 に よ れ ば 、 溶 接 に よ る 接 合 が 容 易 で な お か つ 曲 げ 及 び せ ん 断 耐 力 が 大 き い

中 空 鋼 管 に 鉄 筋 の 一 部 を 代 替 さ せ る こ と で 該 鉄 筋 の 配 筋 量 を 少 な く す る と と も に 、 先 行 建

込 み さ れ た 中 空 鋼 管 に 滑 動 型 枠 装 置 を 吊 り 下 げ る こ と で ス リ ッ プ フ ォ ー ム 工 法 に よ る 施 工

を 行 い 、 さ ら に は 、 横 筋 と し て Ｐ Ｃ ス ト ラ ン ド を 採 用 す る こ と に よ り 、 巻 付 け 機 に よ る 効

率 的 な 巻 付 け が 可 能 と な る た め 、 高 橋 脚 を 急 速 施 工 す る こ と が で き る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ２ ５ ９ １ ４ ２ ２ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 こ の よ う に 、 橋 脚 本 体 に つ い て は 、 中 空 鋼 管 や Ｐ Ｃ ス ト ラ ン ド を 用 い つ つ 、 ス リ ッ プ フ

ォ ー ム 工 法 で 施 工 す る こ と に よ り 、 鉄 筋 工 事 、 型 枠 工 事 及 び コ ン ク リ ー ト 工 事 の 作 業 性 を

格 段 に 向 上 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 一 方 、 中 空 鋼 管 と フ ー チ ン グ と が 取 り 合 う 箇 所 で は 、 中 空 鋼 管 の 周 囲 に 補 強 筋 を 配 置 し

た 上 、 該 補 強 筋 を 取 り 囲 む よ う に 建 て 込 ま れ た 型 枠 内 に コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る と い う 一

般 的 な 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 工 事 の 手 順 で 施 工 が 行 わ れ る が 、 高 橋 脚 の 場 合 、 脚 部 に 生 じ る 曲

げ モ ー メ ン ト や 引 抜 き 力 が 大 き く な り 、 そ の 分 、 中 空 鋼 管 と フ ー チ ン グ の 接 合 部 に 高 い 強

度 が 要 求 さ れ る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 し か し な が ら 、 橋 脚 の 高 さ に 見 合 っ た 定 着 強 度 を 得 る に は 、 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ て い

る よ う に 、 中 空 鋼 管 の う ち 、 フ ー チ ン グ に 埋 設 さ れ る 範 囲 に 、 ピ ッ チ ４ ０ ｍ ｍ 程 度 以 下 、

高 さ ２ ． ５ ｍ ｍ 程 度 以 上 の ス パ イ ラ ル 状 の リ ブ を 外 周 面 に 突 設 す る と と も に 、 該 リ ブ に 対

向 す る よ う に 、 縦 筋 及 び ス パ イ ラ ル 筋 か ら な る 補 強 筋 を 中 空 鋼 管 の 周 囲 に 配 筋 し な け れ ば

な ら ず 、 そ れ ゆ え 、 中 空 鋼 管 の 周 囲 で 鉄 筋 が 複 雑 に 交 錯 し 、 フ ー チ ン グ の 鉄 筋 コ ン ク リ ー

ト 工 事 に 時 間 が か か る と い う 問 題 や 、 中 空 鋼 管 の 製 作 コ ス ト が 高 く な る と い う 問 題 を 生 じ

て い た 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 本 発 明 は 、 上 述 し た 事 情 を 考 慮 し て な さ れ た も の で 、 中 空 鋼 管 の 脚 部 を 高 い 強 度 で フ ー

チ ン グ に 定 着 可 能 で 作 業 性 に も 優 れ な お か つ 中 空 鋼 管 の 製 作 コ ス ト を 低 減 可 能 な 鋼 管 ・ コ

ン ク リ ー ト 複 合 構 造 橋 脚 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 に 係 る 鋼 管 ・ コ ン ク リ ー ト 複 合 構 造 橋 脚 は 請 求 項 １ に

記 載 し た よ う に 、 フ ー チ ン グ と 該 フ ー チ ン グ に 立 設 さ れ た 橋 脚 本 体 と を 備 え る と と も に 、

該 橋 脚 本 体 を 、 鋼 管 群 と し て 複 数 立 設 さ れ た 中 空 鋼 管 と そ れ ら の 周 囲 に 配 置 さ れ た コ ン ク

リ ー ト 体 と で 構 成 し た 鋼 管 ・ コ ン ク リ ー ト 複 合 構 造 橋 脚 に お い て 、
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　 前 記 コ ン ク リ ー ト 体 を 、 前 記 橋 脚 本 体 の 表 面 側 近 傍 に 沿 っ て 建 て 込 ま れ た 縦 筋 と 前 記 鋼

管 群 を 取 り 囲 む よ う に 該 縦 筋 の 外 側 に 巻 回 さ れ た 引 張 材 と 前 記 縦 筋 及 び 前 記 引 張 材 が 埋 設

さ れ る よ う に 前 記 中 空 鋼 管 の 周 囲 に 打 設 さ れ た コ ン ク リ ー ト と で 構 成 す る と と も に 、 前 記

中 空 鋼 管 を そ の 下 端 が 前 記 フ ー チ ン グ に 埋 設 さ れ る よ う に 該 フ ー チ ン グ に 接 合 し 、 前 記 中

空 鋼 管 の 管 壁 の う ち 、 前 記 フ ー チ ン グ に 埋 設 さ れ る 範 囲 に 該 中 空 鋼 管 の 内 外 を 連 通 さ せ る

連 通 孔 を 設 け 、 該 連 通 孔 に 満 た さ れ た コ ン ク リ ー ト を 介 し て 前 記 中 空 鋼 管 内 の コ ン ク リ ー

ト と 該 中 空 鋼 管 の 周 囲 に 拡 が る コ ン ク リ ー ト と を 一 体 化 さ せ た も の で あ る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 鋼 管 ・ コ ン ク リ ー ト 複 合 構 造 橋 脚 は 、 前 記 連 通 孔 に ロ ッ ド 状 部 材 を

挿 通 配 置 し た も の で あ る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 鋼 管 ・ コ ン ク リ ー ト 複 合 構 造 橋 脚 は 、 前 記 ロ ッ ド 状 部 材 が 前 記 連 通

孔 の 近 傍 に の み 延 び る よ う に 該 ロ ッ ド 状 部 材 を 短 鉄 筋 で 構 成 し た も の で あ る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 本 発 明 に 係 る 鋼 管 ・ コ ン ク リ ー ト 複 合 構 造 橋 脚 に お い て は 、 中 空 鋼 管 を そ の 下 端 が フ ー

チ ン グ に 埋 設 さ れ る よ う に 該 フ ー チ ン グ に 接 合 す る に あ た り 、 中 空 鋼 管 の 管 壁 の う ち 、 フ

ー チ ン グ に 埋 設 さ れ る 範 囲 に 該 中 空 鋼 管 の 内 外 を 連 通 さ せ る 連 通 孔 を 設 け る と と も に 、 該

連 通 孔 に 満 た さ れ た コ ン ク リ ー ト を 介 し て 中 空 鋼 管 内 の コ ン ク リ ー ト と 該 中 空 鋼 管 の 周 囲

に 拡 が る コ ン ク リ ー ト と を 一 体 化 さ せ て あ る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 こ の よ う に す る と 、 中 空 鋼 管 に 引 抜 き 又 は 曲 げ に よ る 引 張 力 が 作 用 し た と き 、 中 空 鋼 管

に は 、 そ の 外 周 面 の み な ら ず 、 内 周 面 に も コ ン ク リ ー ト か ら の 付 着 応 力 が 作 用 す る と と も

に 、 連 通 孔 に 満 た さ れ た コ ン ク リ ー ト が 、 そ れ に 一 体 化 さ れ た 中 空 鋼 管 内 外 の コ ン ク リ ー

ト に 対 し て せ ん 断 抵 抗 す る た め 、 従 来 の よ う に 、 リ ブ 付 き 鋼 管 を 用 い た り そ の 周 囲 に 補 強

筋 を 配 置 し た り せ ず と も 、 中 空 鋼 管 を 高 い 強 度 で フ ー チ ン グ に 定 着 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 加 え て 、 中 空 鋼 管 の 内 部 空 間 の う ち 、 フ ー チ ン グ に 埋 設 さ れ る 範 囲 に は 、 中 空 鋼 管 の 管

壁 に 応 力 集 中 が 生 じ て 局 部 座 屈 を 生 じ る こ と が な い よ う 、 コ ン ク リ ー ト を 充 填 し て 剛 性 を

高 め る 必 要 が あ る が 、 上 述 の よ う に 構 成 す れ ば 、 コ ン ク リ ー ト 打 設 の 際 、 連 通 孔 を 介 し て

コ ン ク リ ー ト を 流 出 入 さ せ る こ と が で き る た め 、 中 空 鋼 管 内 へ の コ ン ク リ ー ト の 充 填 性 や

作 業 性 を 高 め る こ と も 可 能 と な る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 こ こ で 、 フ ー チ ン グ へ の 中 空 鋼 管 の 定 着 強 度 が 上 述 の 構 成 で は 十 分 で な い 場 合 、 上 述 の

連 通 孔 に ロ ッ ド 状 部 材 を 挿 通 配 置 し た 構 成 を 採 用 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 か か る 構 成 に よ れ ば 、 連 通 孔 に 挿 通 配 置 さ れ た ロ ッ ド 状 部 材 が シ ア キ ー と し て 作 用 す る

た め 、 フ ー チ ン グ へ の 中 空 鋼 管 の 定 着 強 度 は さ ら に 向 上 す る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 ロ ッ ド 状 部 材 は 、 管 壁 に 対 し て ほ ぼ 垂 直 と な る よ う に 連 通 孔 に 挿 通 配 置 す る の が 望 ま し

い 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 鋼 管 ・ コ ン ク リ ー ト 複 合 構 造 橋 脚 に よ れ ば 、 フ ー チ ン グ に お け る 鉄

筋 コ ン ク リ ー ト 工 事 の 作 業 性 が 大 幅 に 改 善 さ れ る た め 、 橋 脚 本 体 の 工 事 を 早 期 に 開 始 す る

こ と が 可 能 と な る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ９ 】

【 図 １ 】 本 実 施 形 態 に 係 る 鋼 管 ・ コ ン ク リ ー ト 複 合 構 造 橋 脚 を 示 し た 全 体 図 で あ り 、 (a)

は 橋 軸 方 向 か ら 見 た 鉛 直 断 面 図 、 (b)は 橋 軸 直 交 方 向 (Ａ － Ａ 線 方 向 )か ら 見 た 矢 視 図 。

【 図 ２ 】 本 実 施 形 態 に 係 る 鋼 管 と フ ー チ ン グ の 接 合 構 造 を 示 し た 全 体 図 で あ り 、 (a)は 側

面 図 、 (b)は 鉛 直 断 面 図 。
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【 図 ３ 】 本 実 施 形 態 に 係 る 鋼 管 と フ ー チ ン グ の 接 合 構 造 の 作 用 を 示 し た 説 明 図 。

【 図 ４ 】 変 形 例 に 係 る 鋼 管 と フ ー チ ン グ の 接 合 構 造 を 示 し た 全 体 図 で あ り 、 (a)は 側 面 図

、 (b)は 鉛 直 断 面 図 、 (c)は Ｂ － Ｂ 線 に 沿 う 水 平 断 面 図 。

【 図 ５ 】 変 形 例 に 係 る 鋼 管 と フ ー チ ン グ の 接 合 構 造 の 作 用 を 示 し た 説 明 図 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 以 下 、 本 発 明 に 係 る 鋼 管 ・ コ ン ク リ ー ト 複 合 構 造 橋 脚 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 添 付 図 面

を 参 照 し て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 図 １ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 鋼 管 ・ コ ン ク リ ー ト 複 合 構 造 橋 脚 を 示 し た 全 体 図 で あ り 、 (a

)は 橋 軸 方 向 か ら 見 た 鉛 直 断 面 図 、 (b)は 橋 軸 直 交 方 向 （ Ａ － Ａ 線 方 向 ） か ら 見 た 矢 視 図 で

あ る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 こ れ ら の 図 で わ か る よ う に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 鋼 管 ・ コ ン ク リ ー ト 複 合 構 造 橋 脚 １ は 、

地 盤 ２ 内 に 造 成 さ れ た 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト か ら な る フ ー チ ン グ ３ 、 該 フ ー チ ン グ に 立 設 さ れ

た 橋 脚 本 体 ４ 及 び 該 橋 脚 本 体 の 上 端 に 架 け 渡 さ れ た 上 部 工 で あ る 橋 桁 ５ で 構 成 し て あ る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 橋 脚 本 体 ４ は 、 フ ー チ ン グ ３ か ら 立 ち 上 げ ら れ 地 表 面 か ら Ｈ 1 の 高 さ 区 間 に 延 設 さ れ た

本 体 下 部 ４ ａ と 、 そ の 上 方 の Ｈ 2 の 高 さ 区 間 に 延 設 さ れ た 本 体 中 間 部 ４ ｂ と 、 そ の 上 方 の

Ｈ 3 の 高 さ 区 間 に 延 設 さ れ た 本 体 上 部 ４ ｃ と で 構 成 し て あ り 、 本 体 下 部 ４ ａ は 、 フ ー チ ン

グ ３ に 立 設 さ れ た 複 数 の 中 空 鋼 管 ６ と 、 そ れ ら の 周 囲 に 配 置 さ れ た 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト か ら

な る コ ン ク リ ー ト 体 ７ ａ と で 構 成 し て あ る と と も に 、 中 空 鋼 管 ６ は 、 橋 軸 方 向 に 沿 っ て ２

列 、 橋 軸 直 交 方 向 に 沿 っ て ４ 列 と な る よ う に 鋼 管 群 と し て 配 置 し て あ る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 ま た 、 本 体 中 間 部 ４ ｂ は 、 本 体 下 部 ４ ａ か ら 延 び る 複 数 の 中 空 鋼 管 ６ 及 び そ れ ら の 周 囲

に 配 置 さ れ た コ ン ク リ ー ト 体 ７ ｂ で 、 本 体 上 部 ４ ｃ は 、 本 体 中 間 部 ４ ｂ か ら 延 び る 複 数 の

中 空 鋼 管 ６ 及 び そ れ ら の 周 囲 に 配 置 さ れ た コ ン ク リ ー ト 体 ７ ｃ で そ れ ぞ れ 構 成 し て あ る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 コ ン ク リ ー ト 体 ７ ｂ ， ７ ｃ は 、 橋 脚 本 体 ４ ｂ ， ４ ｃ の 表 面 側 近 傍 に 沿 っ て 建 て 込 ま れ た

縦 筋 の 外 側 に 複 数 の 中 空 鋼 管 ６ か ら な る 鋼 管 群 を 取 り 囲 む よ う に 、 Ｐ Ｃ ス ト ラ ン ド 等 で 構

成 さ れ た 引 張 材 を 巻 回 し た 上 、 そ れ ら が 埋 設 さ れ る よ う に 中 空 鋼 管 ６ の 周 囲 に コ ン ク リ ー

ト を 打 設 す る こ と で 適 宜 構 成 す れ ば よ い 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 図 ２ は 、 中 空 鋼 管 ６ と フ ー チ ン グ ３ と の 接 合 部 を 本 実 施 形 態 に 係 る 鋼 管 と フ ー チ ン グ の

接 合 構 造 ２ １ と し て 示 し た も の で あ る 。 同 図 に 示 す よ う に 、 中 空 鋼 管 ６ は 、 そ の 下 端 が フ

ー チ ン グ ３ に 埋 設 さ れ る よ う に 該 フ ー チ ン グ に 接 合 し て あ る と と も に 、 該 中 空 鋼 管 の 管 壁

２ ２ の う ち 、 フ ー チ ン グ ３ に 埋 設 さ れ る 範 囲 に 中 空 鋼 管 ６ の 内 外 を 連 通 さ せ る 連 通 孔 ２ ３

を 設 け 、 該 連 通 孔 に 満 た さ れ た コ ン ク リ ー ト を 介 し て 、 中 空 鋼 管 ６ 内 の コ ン ク リ ー ト ２ ４

と 該 中 空 鋼 管 の 周 囲 に 拡 が る コ ン ク リ ー ト ２ ５ を 一 体 化 さ せ て あ る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 連 通 孔 ２ ３ は 、 該 連 通 孔 に 満 た さ れ 固 化 し た コ ン ク リ ー ト と そ れ に 一 体 化 さ れ た 中 空 鋼

管 ６ の 内 外 の コ ン ク リ ー ト と の 間 で せ ん 断 力 が 伝 達 さ れ る よ う に 、 そ の 大 き さ や ピ ッ チ を

適 宜 設 定 す る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 本 実 施 形 態 に 係 る 鋼 管 と フ ー チ ン グ の 接 合 構 造 ２ １ を 構 築 す る に は 、 ま ず 、 一 般 的 な フ

ー チ ン グ の 造 成 手 順 に 従 っ て 地 盤 ２ を 掘 り 下 げ る と と も に 掘 り 下 げ ら れ た 底 面 を 適 宜 底 付

け し 、 し か る 後 、 図 ２ に 示 す 下 端 筋 ２ ６ を 配 筋 す る と と も に 、 中 空 鋼 管 ６ を 仮 受 け す る た

め の 架 台 （ 図 示 せ ず ） を そ の 載 置 面 が 該 中 空 鋼 管 の 下 端 位 置 と な る よ う に 設 置 す る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 次 に 、 中 空 鋼 管 ６ を 架 台 上 に 据 え 付 け 、 次 い で 上 端 筋 ２ ７ を 配 筋 す る 。 な お 、 本 実 施 形
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態 で は 、 中 空 鋼 管 ６ を 取 り 囲 む 補 強 筋 の 配 筋 作 業 は 不 要 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 次 に 、 型 枠 （ 図 示 せ ず ） を 適 宜 建 て 込 ん だ 後 、 該 型 枠 の 内 側 に コ ン ク リ ー ト を 打 設 し て

フ ー チ ン グ ３ の 造 成 を 完 了 す る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る 際 に は 、 中 空 鋼 管 ６ の 外 側 に 投 入 さ れ た コ ン ク リ ー ト を 中 空 鋼

管 ６ の 管 壁 ２ ２ に 形 成 さ れ た 連 通 孔 ２ ３ を 介 し て 該 中 空 鋼 管 の 内 部 に 流 入 さ せ 、 又 は そ の

逆 方 向 に 流 出 さ せ る よ う に し て も よ い が 、 コ ン ク リ ー ト の 品 質 を 確 保 す る た め に は 、 中 空

鋼 管 ６ の 外 側 と 内 側 に そ れ ぞ れ コ ン ク リ ー ト を 投 入 し 、 そ れ ら を 個 別 に 締 め 固 め つ つ 、 連

通 孔 ２ ３ に も コ ン ク リ ー ト が 連 続 し て 満 た さ れ る よ う に す る の が 望 ま し い 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 本 実 施 形 態 に 係 る 鋼 管 と フ ー チ ン グ の 接 合 構 造 ２ １ に お い て は 、 中 空 鋼 管 ６ に 引 抜 き 又

は 曲 げ に よ る 引 張 力 が 作 用 し た と き 、 中 空 鋼 管 ６ に は 、 図 ３ に 示 す よ う に そ の 外 周 面 （ 同

図 右 側 の 面 ） の み な ら ず 、 内 周 面 （ 同 図 左 側 の 面 ） に も コ ン ク リ ー ト か ら の 付 着 応 力 や 周

面 摩 擦 力 が 作 用 す る と と も に 、 中 空 鋼 管 ６ 内 の コ ン ク リ ー ト ２ ４ と 該 中 空 鋼 管 の 周 囲 に 拡

が る コ ン ク リ ー ト ２ ５ が 、 連 通 孔 ２ ３ に 満 た さ れ た コ ン ク リ ー ト ３ １ を 介 し て 一 体 化 さ れ

て い る た め 、 コ ン ク リ ー ト ２ ４ ， ２ ５ か ら の せ ん 断 力 が コ ン ク リ ー ト ３ １ に 作 用 し （ 太 い

矢 印 で 図 示 ） 、 さ ら に 連 通 孔 ２ ３ へ と 伝 達 す る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 鋼 管 と フ ー チ ン グ の 接 合 構 造 ２ １ に よ れ ば 、 中

空 鋼 管 ６ の 管 壁 ２ ２ の う ち 、 フ ー チ ン グ ３ に 埋 設 さ れ る 範 囲 に 中 空 鋼 管 ６ の 内 外 を 連 通 さ

せ る 連 通 孔 ２ ３ を 設 け 、 該 連 通 孔 に 満 た さ れ た コ ン ク リ ー ト ３ １ を 介 し て 、 中 空 鋼 管 ６ 内

の コ ン ク リ ー ト ２ ４ と 該 中 空 鋼 管 の 周 囲 に 拡 が る コ ン ク リ ー ト ２ ５ と を 一 体 化 さ せ る よ う

に し た の で 、 中 空 鋼 管 ６ に 引 張 力 が 作 用 し た と き 、 該 中 空 鋼 管 の 内 周 面 及 び 外 周 面 に は 、

コ ン ク リ ー ト ２ ４ ， ２ ５ か ら の 付 着 応 力 や 周 面 摩 擦 力 が 反 力 と し て 作 用 す る と と も に 、 連

通 孔 ２ ３ に は 、 コ ン ク リ ー ト ３ １ を 介 し て コ ン ク リ ー ト ２ ４ ， ２ ５ か ら の せ ん 断 力 が 反 力

と し て 作 用 す る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 そ の た め 、 従 来 の よ う に 、 リ ブ 付 き 鋼 管 を 用 い た り そ の 周 囲 に 補 強 筋 を 配 置 し た り せ ず

と も 、 中 空 鋼 管 ６ を 高 い 強 度 で フ ー チ ン グ ３ に 定 着 す る こ と が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 加 え て 、 中 空 鋼 管 ６ の 内 部 空 間 の う ち 、 フ ー チ ン グ ３ に 埋 設 さ れ る 範 囲 に は 、 中 空 鋼 管

６ の 管 壁 ２ ２ に 応 力 集 中 が 生 じ て 局 部 座 屈 を 生 じ る こ と が な い よ う 、 コ ン ク リ ー ト を 充 填

し て 剛 性 を 高 め る 必 要 が あ る が 、 上 述 の よ う に 構 成 す れ ば 、 コ ン ク リ ー ト 打 設 の 際 、 連 通

孔 ２ ３ を 介 し て コ ン ク リ ー ト を 流 出 入 さ せ る こ と が で き る た め 、 中 空 鋼 管 ６ 内 へ の コ ン ク

リ ー ト の 充 填 性 や 作 業 性 を 高 め る こ と も 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 ま た 、 本 実 施 形 態 に 係 る 鋼 管 ・ コ ン ク リ ー ト 複 合 構 造 橋 脚 １ に よ れ ば 、 上 述 し た 鋼 管 と

フ ー チ ン グ の 接 合 構 造 ２ １ の 作 用 に よ り 、 フ ー チ ン グ ３ に お け る 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 工 事 の

作 業 性 が 大 幅 に 改 善 さ れ る こ と と な り 、 か く し て 橋 脚 本 体 ４ の 工 事 を 早 期 に 開 始 す る こ と

が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 本 実 施 形 態 で は 特 に 言 及 し な か っ た が 、 フ ー チ ン グ ３ へ の 中 空 鋼 管 ６ の 定 着 強 度 が 上 述

の 構 成 で は 十 分 で な い 場 合 、 図 ４ に 示 し た 変 形 例 を 採 用 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 同 図 に 示 し た 変 形 例 に 係 る 鋼 管 と フ ー チ ン グ の 接 合 構 造 ４ １ は 、 上 述 し た 実 施 形 態 と 同

様 、 中 空 鋼 管 ６ を そ の 下 端 が フ ー チ ン グ ３ に 埋 設 さ れ る よ う に 該 フ ー チ ン グ に 接 合 す る と

と も に 、 中 空 鋼 管 ６ の 管 壁 ２ ２ の う ち 、 フ ー チ ン グ ３ に 埋 設 さ れ る 範 囲 に 中 空 鋼 管 ６ の 内

外 を 連 通 さ せ る 連 通 孔 ２ ３ を 設 け 、 該 連 通 孔 に 満 た さ れ た コ ン ク リ ー ト を 介 し て 中 空 鋼 管

６ 内 の コ ン ク リ ー ト ２ ４ と 該 中 空 鋼 管 の 周 囲 に 拡 が る コ ン ク リ ー ト ２ ５ と を 一 体 化 さ せ て
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あ る が 、 本 変 形 例 で は 、 ロ ッ ド 状 部 材 と し て の 短 鉄 筋 ４ ２ を 、 管 壁 ２ ２ に 対 し て ほ ぼ 垂 直

と な る よ う に 連 通 孔 ２ ３ に 挿 通 配 置 し て あ る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 か か る 構 成 に お い て 中 空 鋼 管 ６ に 引 張 力 が 作 用 し た と き も 上 述 の 実 施 形 態 と 同 様 、 図 ５

に 示 す よ う に 、 中 空 鋼 管 ６ の 内 周 面 及 び 外 周 面 に コ ン ク リ ー ト ２ ４ ， ２ ５ か ら の 付 着 応 力

や 周 面 摩 擦 力 が 反 力 と し て 作 用 す る と と も に （ 細 い 矢 印 で 図 示 ） 、 連 通 孔 ２ ３ に は 、 コ ン

ク リ ー ト ３ １ を 介 し て コ ン ク リ ー ト ２ ４ ， ２ ５ か ら の せ ん 断 力 が 反 力 と し て 作 用 す る が （

太 い 矢 印 で 図 示 ） 、 こ れ ら に 加 え 、 連 通 孔 ２ ３ に 挿 通 配 置 さ れ た 短 鉄 筋 ４ ２ が シ ア キ ー と

し て 作 用 す る た め （ 白 抜 き の 矢 印 で 図 示 ） 、 フ ー チ ン グ ３ へ の 中 空 鋼 管 ６ の 定 着 強 度 は さ

ら に 向 上 す る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 １ 　 　 　 　 　 鋼 管 ・ コ ン ク リ ー ト 複 合 構 造 橋 脚

　 ３ 　 　 　 　 　 フ ー チ ン グ

　 ４ 　 　 　 　 　 橋 脚 本 体

　 ６ 　 　 　 　 　 中 空 鋼 管 （ 鋼 管 群 ）

　 ７ ａ ， ７ ｂ 　 コ ン ク リ ー ト 体

２ １ ， ４ １ 　 　 鋼 管 と フ ー チ ン グ の 接 合 構 造

２ ２ 　 　 　 　 　 管 壁

２ ３ 　 　 　 　 　 連 通 孔

３ １ ， ２ ４ ， ２ ５ 　 コ ン ク リ ー ト

４ ２ 　 　 　 　 　 短 鉄 筋 （ ロ ッ ド 状 部 材 ）

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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